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（要約）   

宇和海の4つの有人島：九島，蒸鳥，戸島，日捉島（いずれも愛媛県宇和島市）において聞き取り調査とフィ  

ールドサイン調査を実施し，野生哺乳類の分布を調べた．その結果，九島ではタヌキ，イタチ類（イタチあ  

るいはチョウセンイタチ），ハクビシン，イノシシ，ニホンノウサギ，戸島ではニホンジネズミとイノシシ，  

目振島ではイタチ類とイノシシの分フ刷音報を得た．嘉島では野生哺乳類の分布情報が得られなかった．日  

振為に低密度で分布するイタチ類は，1960年頃にドプネズミの天敵として愛媛県本土から導入された個  

体群の子孫であると考えられた．同じ頓に嘉島と戸島へ導入されたイタチ類は絶滅した可能性が高い．九  

最戸駄目振島のイノシシは本土から近年新たに侵入した個体群であると考えられた．これらの島l喚では  

イノシシによる農作物の被害が発生していた，  

ており（Fig．1），これらの島惧には亜熱帯系の  

植物や昆虫が分布する（棟越，2004）．宇和海の  

はじめに  

愛媛県の宇和海上には多くの島換が存在し 島換における哺乳類の分布については，4つの  

＊連絡先（Corresp口ndingauthor）：tヱ1keo．yamaLIChl＠pref．10yama．1g．jp  

－13－－   



Fig．t．MapofthcoffshoreislandsofUwq］imaCity，Shikoku．Japan，  

がイタチの禁猟l克となり（近代史文庫宇和島研  

究会，1989），1958年には九島などへ39個体の  

イタチ類（イタチであったのかチョウセンイタ  

チ肋‘∫re／α∫7ム～7・才α／であったのか，あるいは両種  

が混じっていたのかは不明．以下，特記なき限  

り同株）が放獣された（森川，1975）．森jllら  

（1963）によると，1961年12月下旬に九島の山  

畑でハジキワナによる小型l幡乳類の採集が実  
施されたが，少数のドブネズミが捕獲されたの  

みで他種は捕獲されなかった．その他，九畠で  

は1971年と1975年にカワウソエ〃汀〟ん血！が記  

録された（青木，1997；八木，1973）．   

戸島は面積2．81k皿ユ，最高標高191mの有人  

島で本土の半島部から最短で1．1kmの距離に  

位置する．戸島でほ，クロマツP～J7エ！∫rん以Jlみぞ7－gf～，  

ウバメガシ，スダジイC乱汀仙一叩血・．－kk混浴が海  

岸林を構成する（橋越，2004）．嘉島は面積0．54  

kmコ，最高標高122mの有人島で戸島と最短で  

1kmの距雄に位置する．嘉島にはウバメガシの  

二次林がみられる（橋越，2004）．戸島と嘉島か  

ら構成されていた戸島柑の村誌（1912年頃作   

有人島と】つの無人島に関して以下のような  

古い記録がみられるものの，その後の調査はな  

されておらず，現在の分布状況は不明である，   

九島は面積3．35bn2，最高標高320mの有人  

島で，宇和島港の入り口に位置し，本土からは  

最短で320mしか離れていない．島l和二は柑橘  

類の果樹園が多く，ウバメガシ elJピ′一川▲i・  

〝ん勒′・〟gO′dg∫の二次林が部分的に残っている  

（橋越，2004）．19】2年頃に作成された九島村詰  
の未刊行原稿には「古老ノ言ニヨレバ往昔ハ  

猪鹿等ノ獣類棲息シタリト停フレドモ現時ハ  

開墾シテ耕地殆ンド山頂二達シ此等ノ獣類ノ  

棲息スベキ徐地ナシ只兎親等ノ少許存在スル  

ノミルlという記述がある．この記述から，1912  

年頃には九島にニホンノウサギエ甲“∫み7・（化・わ仙  

川∫とイタチ肋．、・化吏一行飢≠が分布しており，ニ  

ホンジカCビJl′エ′∫Jl如oJ7とイノシシ∫〃∫∫C7一（埴Jは  

分・布していなかったことがわかる．周辺地域と  

同様，九島においても1954年の夏頃からドブ  

ネズミ月山〟丑∫〃α一レビg血∫の異常大発生が確認さ  

れ（田中，1997），1957年8月23日には九島など  
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成，未刊行）には「獣類ノ棲息セルモノトシテ  

ハ唯屋内卜野外トヲ間ハズ嵐ノ棲息スルモノ  

夢イタメこ農家ノ作物ヲ荒シ家具ヲ害スル  

甚シ故二是ヲ駆除スルタメ殆ド毎戸二猫ヲ飼  

フ此ノニ種類以外ノ獣類ナシ時二瓶ノ海二浮  

ヒ陸こ走ルヲ見ルノミ」という記述があるこ  

とから，当時，両島には中型以上で真に陸生の  

野生哺乳類が分布していなかったものと考え  

られる．なお，戸島では，近隣地域に先駆けて  

1949年の夏からドブネズミの異常大発生が確  

認された（平岩・澄川，1951；森川，1975；清水，  

1961；田中，1997）．戸島にほ野生の食肉目哺乳  

類が分布していなかったため，1957年にはドブ  

ネズミの天敵として愛媛県北宇和郡（現在の宇  

和島市北部）の狩猟家の協力のもとにトラバサ  

ミで捕獲された97個体のイタチ類を戸島へ放  

った（清水，1961）．また，1958年10月には，戸島  

へ90個体，嘉島へ30個体のイタチ類を放った  

（平岩・内臥1960；白石，1粥2）．さらに，1965年  

には嘉島へ56個体のイタチ類を放った（森川，  

1975）．嘉島へもイタチ類が導入されたという  
ことは，当時，嘉島でもドブネズミが発生して  

いたものと考えられる．ドプネズミの異常大発  

生は1955年頃がピークであったが，1963年に  

は収束した（‡朴二戸，1997）．その他，嘉島では1960  

年にカワウソが記録され（八木，1973），戸島で  

は1963年，1964年，1967年，1970年にカワウソ  

が記録された（青木，1997；八木，1973）．   

冒振鳥は面積4．01bnヱ，最高標高197mの有  

人島で，暖流の影響を強く受けている．島内に  

は暖帯南部あるいは亜熱帯性の柏物が分布し  

ており，タブノキ〃血血鮎昔班附ぬ往好評落やス  

ダジイ群落などの照葉樹林に被われている（橋  

越，2004）．1912年頃に作成された日板場村誌の  

未刊行原稿には「島地二最モ多ク棲息セル獣  

類ハ鼠ノ類こシテ，家屋卜山野卜田畑トヲ間ハ  
ス到ル処鼠算的二審殖放電シテ，家具・農作  

物・水産製造物等二害ヲ及スコト彩シク，古来  

島地ノ厄介動物トシテ嫌忌セラレツツアルモ  

（中略）．其他兎・鹿・猪ノ如キハーモ棲息セ  

ス．」という記述があることから，1912年頃に  

はこの島に，ニホンジカ，イノシシ，ニホンノウ  

サギは分布していなかったようである．なお，  

日振島では1949年の夏からドブネズミの異常  

大発生が確認された（森川，1975；清水，1961；  

肝軋1997）．H撮島には野生の食肉昌哺乳類が  

分布していなかったため，ドプネズミの天敵と  

してイタチ類および本土（愛媛県南宇和郡内梅  

村）で毛皮用に飼育されていたアメリカ産のヨ  

ーロッパケナガイタチ（フィッチ）肋‘∫reJ叩〟Jクー  

7・血牒仰が島内へ放された．ドブネズミの異常  

大発生は1955年頃がピークであったが，1963  

年には収束した（田中，1997），日振島では1964  

年にカワウソが記録され（八木，1973），H振．島  

と横島の間の海上でも1962年にカワウソが記  

録された（青木1997）．   

御五神島ほ面積1，32klれ2，最高標高195mの  

無人島（1975年までは有人島）である．1912年  

頃に作成された日振Il射す誌の未刊行原稿には  
「御五神島ニハ十数年前マテ多少ノ猪棲息セシ  

モ，今ハ之モ尽キテ跡ナクナリダリ．」という  

記述がある、1962年にはドブネズミの天敵とし  

て御玉神島などへ40個体のヨーロッパケナガ  

イタチが放たれた（森川，1975）．その他，御五神  

島では1967年にカワウソが記録された（青木，  

1997），   

ネズミ対策のために宇和島市の島峡および  
本土の一部へ導入されたイタチ類は愛媛県内  

の各地から集められたものであったが，イタチ  

とチョウセンイタチの区別も，性別も明らかで  

はなかった（森川，1975）．ただし，1962年に主と  

して宇和海島燐へ導入された950個体につい  

ては，大部分がチョウセンイタチであったとの  

ことである（森川，1975）．   

イタチ顛はネズミ駆除のために国内の多く  

の島惧へ導入され，大きな効果をあげてきた  

（白石，1982）．しかし，その一方で，イタチの捕  

食庄は鳥類や爬虫類の減少をまねき（長谷川  

1986；高木・樋口，1992），さらには島晩の生態  

系にも大きな変化をもたらすことが指摘され  

ている（長谷川，2002）．また，増えすぎたイタチ  

類が人家へ侵入して住民生活へ直接的な害を   
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及ぼした例も知られている（白石，1982）．宇和  
海島峡にも上記のようにイタチ類が導入され  

たが，その後の追跡調査はされておらず，現在  

の状況も不明である，現在も宇和海島惧には導  

入個体に由来するイタチ類が分布しているの  

か，そしてイタチ類が宇和海島惧の生態系へ何  
らかの影響を与えているのかといった保全生  

態学的な立場からも，これらの島惧における晴  
乳類調査の必要性は高いといえる．   

そこで，宇和海島峡のうち4つの有人島：九  

泉嘉島，戸島冒振島において，哺乳類の分布  

調査を行なった．その結果，いくつかの新知見  

を得たので報告する．  

調査方法  

九島では2006年8月11日，12月9日，12月  

24日，2007年2月8日，5月3日に，戸島では  

2006年8月12日，11月6日，2007年2月10日，  

4月30日に，嘉島では2006年8月10日，11月4  

日，2007年2月9日，5月1日に，日振島では  

2006年7月17軋11月5軋2007年2月1＝1  

4月29日に，聞き取り調査とフィールドサイン  
調査を実施し，哺乳類の分布を調べた．聞き取  

り調査では，それぞれの島の港付近において  

40－90歳の島民から直接話を聞いた．フィール  

ドサイン調査では，島内の山野を歩き，哺乳類  

の痕跡を発見して記録するとともに，可能な限  

りデジタルカメラで撮影した．   

本論文中の哺乳類の和名・学名は阿部ら  

（2005）にしたがった．  

結  果  

島民への聞き取り調査では以下の情報が得  

られた．   

九島では，近年になってイノシシが増加し，  

年に1回程度，宇和島市の猟友会が駆除に訪れ  

る．その他，九島には，中型以上の野生哺乳類と  

して，タヌキ，イタチ類ノ、クビシンP〔柳椚〔JJ〟ト  

レ〟叫ニホンノウサギが分布する．   

戸島では，ここ23年の間で，これまで分布  

していなかったイノシシが定着した．イノシシ  

は戸島へ泳いで渡ってきたらしく，本土（津島  

町）から横島へ向かって泳いでいる途中のイノ  

シシが船上から目撃された，戸島には，野良ネ  
コはいるが，タヌキ，イタチ類などの事l1塑野生  

哺乳類は分布せず，ウシβ〃＝〟刑‘．i・も飼育され  

ていない．   

嘉島では，イノシシ，タヌキ，イタチ類などと  

いった中型以上の野生哺乳類は分・布しておら  
ず，ネズミ類も少ない．   

日振島にイノシシが出現しはじめたのは約  

10年前で，それ以前はイノシシが分布していな  

かった，しかし，現在では島全域に多数のイノ  

シシが分布し，イノシシによる農作物への被害  

も発生している，イノシシは本土（津島町）から  

泳いで渡ってきているらしく，日振島へ向かっ  
て泳いでいる途中のイノシシが船上から目撃  

されており，少なくとも1個体は撲殺された．ま  

た，戸島から日振島へ向かって泳いでいる途中  

のイノシシも船上から目撃されている．2007年  

2月初旬にイノシシの溺死体が日振島の能登港  

付近に打ちあがった．年に2回程度，宇和島市  
の猟友会が日振島でイノシシ猟を実施してい  

るが，あまり採れないとのことである．日振島  

のイタチ類はネズミ騒動の時に導入されたも  

ので，それ以前は分布していなかった．イタチ  

類は約10年前には島内で多く目撃されたが，現  

在ではとても少ない．しかし，2006年に1個体  

が目撃されており，現在も少数が島内に分布す  

ることは確実である．タヌキやキツネは巨‖辰島  

に分布せず，ドプネズミは今ではほとんど見ら  

れない．昭和50年代に野良ネコが島内に大発  

生し，宇和島市から駆除のための人員が訪れた  

が，関西地方の動物愛護団体が阻止のために来  

島し，騒動になった．現在も多数の野良ネコが  

島内に分布している．古老が子供の頃には日振  

島にカワウソが分布していたので，本土からカ  

ワウソ猟のためにノしが訪れていた．   

フィールドサイン調査では，哺乳類の糞が多  
数発見されたが，種の同定が可能なものは少な  
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率土の厳荷涌漉掛才患  
廠鱒学風通勤；囁襲抒聖康弘蛋啓番転、モ瀬弊敷  

革汀l，1鮎1；汎ポ，l新巻）僚逓軽骨慈と卵塊独  

工藤ン野皐深患忽僚き島儀磯毅潜熱恕垂療  
が如欝浦習観照容れ腎お噂，て姦腎，淡藤橋で  
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Tablel．I．andmammalsrecol■dedfromtheo茸shoreislands（lもbunjima，Tq］ima，Kashima，  
andKttshillla）Euldthemainland（M壷ugaura）ofUwrt盲ilT）aCity，Shikoku，Japan．  
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凸砂皿昭km硝  
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◎：Photorecol・d；○ニPreSenCeO［dropping；△：heariTlgdata；○：1iteraturerecord．  

＊UnpublishedrecordbyTaisukeMユyamOtOe（al．  

記録されているコウベモグラ肋gビ7・dlリβg〟7・β，  

キツネⅥ′如＝′ゆg∫，テン〟即蝕＝那血判柑－，ア  

カネズミAノブOd印l乙′∫岬eCわ∫【′∫は烏換で記録され  

ていないことがわかる．小型哺乳類については  

調査精度が低いため議論できないが，中型哺乳  

類の分布を考慮すると，一般的な島惧と同様に，  

宇和海島峡では本土と比較して哺乳類祁が貧  

弱であるといえる．なお，これまでに愛媛県の  

島幌においてニホンジネズミは記録されてい  

ないため（山本ら，2005）、戸島で揖影された個体  

は愛媛県の島峡における本種の初記録となる．   

近年，対馬や房総半島などでは，導入された  

イノシシが分布を拡大し，農作物に深刻な被害  

をおよぼしている（神胤2002）．これらは地続  

きの地域における分布拡大の例であるが，山本  

ら（2007）は瀬戸内海の島喚においてイノシシ  

が海を渡って移動している可能性を指摘した．  
宇和海では，イノシシが泳いで海を渡ることで  

九島，戸駄目振島へ近年分布を広げたことは  

ほぼ明らかである．イノシシが海を泳ぐことに  

ついては，奄美諸島での事例が高橋（2001）に  

詳しく述べられており，イノシシが遊泳によっ  

て分布を拡大することは稀な現象ではないこ  

とがわかる．一方，イノシシが高い遊泳能力を  

有するにもかかわらず嘉島に分布しないとい  

う事実は，嘉島の面積がイノシシの個体群を維  

持するには小さすぎるためかもしれない．   

野生哺乳類は感染症媒介動物（ベクター）の  

宿主にもなりうるため，その分布はベクターの  

分布に直接的な影響を与える（高田，1990）．現  

在，宇和海畠l†酎こおいて危険性の高い動物由来  

感染症は確認されていないが，宇和島市本土で  

はマダニ頬がベクターとなる日本紅斑熱（第四  

類全数把捉感染症）の患者が発生している（近  

藤ら，20旧）．そのため，島Ih如こおいても日本紅  

旗熟患者発生の可能性はマダニ類の宿主とな  

る哺乳類の分布と大いに関係している．今回調  

査を実施した島惧のうち，イノシシが分布する  

島峡では，大型哺乳類を主な宿主とするタカサ  

ゴキララマダニ血7叫′β′77′71dre∫rエ√d血rM〃7が多  

数採集されていることから（山内ら，未発表），  

イノシシの侵入にともなってイノシシ寄生マ   
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山内健生・宮本大石・古川真理  

行文献を閲覧させていただいた宇和島市立図  

書館の職員の方々，および聞き取り調査に協力  

してくださった九島，嘉島，戸島，日姫島の住民  

の方々にお礼申し上げる．また，文献などにつ  
いて御教示くださった宇和島東高校の橋越清  
一氏に深謝する．本研究の一部は厚生労働科学  

研究費補助金（新興・再興感染症研究事業）の  

助成を受けた，  

ダニの侵入あるいは密度増加が起こっている  

可能性が示唆される．つまり，これらの島峡で  

は哺乳類相の変化にともなってマダニ相が変  

化しつつあるのかもしれない．したがって，島  
峡において野生哺乳類の分布を把捉すること  

は感染症のリスクマネージメントの点でも重  

要な意味をもつといえる．   

イタチ類は，かつて日本各地の畠映へネズミ  

駆除のために導入され，現在では島惧の生態系  

に影響を与える外来生物として問題視されて  

いる（長谷川，2002），宇和海鳥惧でもイタチ煩  

が人為的に導入された歴史を持つが，導入され  
たイタチ類が島の生態系へどのような影響を  

及ぼしたのかは本調査で明らかにならなかっ  

た．なお，宇和海島換に導入されたイタチ類の  

その後は以下のようにそれぞれの畠で異なっ  

ている．現在の九鳥に分布するイタチ類は在来  

の個体群と導入個体群の両方あるいはどちら  

か一方の子孫である．九島では，導入以前から  

在来のイタチが分布した上，同じ食肉目のタヌ  
キとハクビシンも分布するため，この島へ導入  

されたイタチ類のその後がどのようなもので  

あったのか興味深いところである，戸島と嘉島  

では導入されたイタチ類が絶滅したと考えら  

れるが，その理由は不明である．日据島のイタ  

チ類は導入された個体群の子孫であると考え  

られる，導入以前にイタチ類が分布していなか  

った戸島，嘉島，日振島のうち，導入されたイタ  

チ類の子孫が現在も分布する日撮鳥と絶滅し  

た戸島・嘉島とで，イタチ類の生存に関してど  

のような差があったのかが明らかとなれば，日  

本各地のイタチ類による外来種問題を考える  

上で示唆を与えうる事例となるだろう．このよ  

うに近隣に位置する島惧であってもイタチ類  

の分布状況や起源が異なっていることから，宇  

和海島惧はいわゆる「島晩生物学の実験場」  

として興味深いフィールドであるといえる．  
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